
令和 6年度 第 2回上尾市スポーツ推進審議会次第

日 時  令和 7年 3月 25日 (火 )
午後 2時 OO分 ～

会 場  教育委員室

1 開   会

2 開会あいさつ

3 議  題
(1)ス ポーツ関係団体への補助金交付について
(2)令和 6年度上尾市スポーツ振興事業報告について
(3)令和 7年度上尾市スポーツ振興事業計画 (案 )について
(4)その他

4 閉   会



スポーツ関係団体への補助金交付について
資料 1

(千円)

目 的
令和7年度 令和6年度

交付額 交付額 (確定額)

上尾市スポーツ協会
上尾市におけるスポーツ・レクリエーシヨン団体を統括する、当団
体が行う各種競技会、体力。競技力向上等に関する事業及びスポー
ツ。レクリエーションの普及。発展に関する事業への補助

6,600 6,600
(6,600)

上尾市スポーツ推進委員連絡協議会
当団体が、地域におけるスポーツ及びレクリエーションの普及、振
興を図るため行うスポーツ振興事業への補助 850

850
(850)

上尾シティハーフマラソン実行委員会

当団体がハーフマラソン等を通して、市民とランナーのコミュニ
ケーシヨンを図るとともに、健康増進及びスポーッ振興と上尾市の
イメージアップを図るための事業に要する経費への補助

10,400 13,800
(10,400)

交付対象団体名



令和6年度 スポーツ振興事業 (スポーツ大会・教室 。講座 。研修会) 資料2
0スポーツ大会

◎教塁 。講座 。研修会

●その他の口通事業

事 業 名 期   日 場

1 令和6年6月29日 (■ ) 上尾市民体青館 (延べ1,000名 )

2 第66回上尾市民体青祭 令和6年 10月 13日 (日 ) 上尾運動公園陸上競技場。イオンモール上尾 (延べ2800名 )

3 第37回2024上尾シティハーフマラツン 令和6年 11月 16日 (土 )・ 17日 (日 ) 上尾運動公園陸上競技場・県道川越。上尾線～市内折返しコース
16日

17日

小学1年生～4年生

“

54名 )
未就学児 (ペア)(87組 174名 )
小学5年生以上 (8158名 )

4 第43回上尾市民駅伝競走大会 令和7年 2月 9日 (8) 上尾運動公□陸上競技場周辺コース 在住・在動。在学者 (102チーム 517名 )

事 業 名 期   日 揚 対   象 (参 加 人数 )

1 夏休みスケート教室 令■6年7月 29日 (月 )・ 7月300(火 ) 埼玉アイスアリーナ 4晟から中学生 (延べ98名 )

2

(ミニパレー体験会)

(卓球体験会)

(ポールウォーキング体験)

(フロアポール体験会)

(なきなた体験会)

スポ健Day

令和6年 6月 9日 (日 ) 大谷公民館 小学生とその保護者 (46名 )

令和6年 12月 1日 (日 ) 平方公民館 小学生とその保護者 (6名 )

令和6年 12月 6日 (金 ) 大石公民館 在住・在動

“

O議以上 (4名 )

令和7年 1月 19日 (日 ) 上平公民館 4歳から小学生 (30名 )

令和7年 3月 16日 (日 ) 原市公民館 小学生とその保護者 (16名 )

3 スポーツ推進委員研修会  (フ 0アポール体験会) 令和6年 8月250(8) 上尾市民体育館 スポーツ推進委員、在住・在動者 (59名 )

事 業 名 期  日 会  場 対  象 主  催 (参 加 人 数 )

1 健康スポレクひろば 令和6年5月～ 1月 (全8回)(8月除く)
大谷公民館

在住 。在動 概ね60歳以上 上尾市スポーツ推進委員連絡協議会
(大谷公民館肛べ161名、上平公民館肛べ119名 )上平公民館

2 デイスクトッヂ体験会 令和6年6月 16日 (日 ) 市民体青館 小学5・ 6年生

3 ミニパレー大会 令和6年 12月22日 (日 ) 市民体育館 在住・在勤・在学者 上尾市スポーッ建違委員違綺協議会 (37チーム1883)

4 上尾市スポーツ協会競技団体部会主管亭業 令和7年3月2日 (日 ) 市民体青館 在住・在学の小学生 上尾市スポーツ協会 競技団体部会 (38名 )

5 令和7年3月2日 (日 ) どなたでも 上屠市スポーツ協会 レクリエーション部会 (107名 )

6 いきいき推進事業 随時 地域の集会施設 在住 。在勤・在学者 上尾市スポーツ協会 (上半期 26回 延べ482名 )

対   象 (参 加 人数 )

あげおdeからだ元気フェスタ

上尾市スポーツ推進委員連絡協議会 (88名 )

上尾市レクリエーション大会 市民体青館



令和7年度上尾市スポーツ振興事業計画 (案 ) 資料3
●スポーツ大会

事 業 名 期   日 場 対   象 (参 加 人 数 )

あげおdeからだ元気フェスタ 令和7年6月 28日 (上 ) 上尾市民体育館 在住・ 在動 。在学者

2 第67回上尾市民体青祭 令和7年 10月 128(8) 上尾運動公園体青館 在住・ 在勁・ 在学者

3 第38回 2025上尾シテイアヽ―フマラツン 令和7年 11月 16日 (日 ) 上尾運動公園 県道川越・ 上尾線～市内折返しコース 15蔵以上 (中学生を除く)

4 第44回上尾市民欧伝競走大会 令和8年 2月80(曰 ) 上尾運動公園 周辺コース 在住・ 在動・ 在学者

0教窒。講座 。研修会

事 業 名 期   日 場 対   象 (参 加 人 数 )

1 夏休みスケート数室 未定 埼玉アイスアリーナ 4歳から中学生

2 スポーツ健康の日 (スポ健Day) 未定 (5回実施予定) 各公民館 在住・ 在動・ 在学者

3 スポーツ推進委員研修会 令和7年8月248(8) 上尾市民体青館 上尾市スポーツ推進委員連絡協議会

0その他の関連事業

事 業 名 期 B 会  握 対  象 主  催 (参 加 人 数 )

健康スポレクひろば 令和7年5月～ 1月 (全8回 )(8月除く)
大谷公民館

在住 。在勤 概ね60歳以上 上尾市スポーツ推進委員連絡協議会
上平公民館

2 組子でミニパレー・ヘルスパレー体験会 令和 7年 6月 15日 (日 ) 上尾市民体薔館 市内小学生とその保臓者 上尾市スポーツ推進委員連絡協議会

3 デイスクトッチ体験会 令和 7年 8月 310(日 ) 上尾市民体青館 市内小学生とその保護者 上尾市スポーツ推進委員連絡協議会

4 ミニパレー大会 令和7年 12月 21日 (日 ) 上尾市民体青館 在住・ 在勤・ 在学者 上尾市スポーツ推進委員連絡協議会

5 上尾市スポーツ協会競技団体部会主管事業 令和8年 3月 7日 (■ ) 上尾市民体書館 どなたでも 上尾市スポーツ協会 (競技団体都会)

6 上尾市レクリエーション大会 令和 8年 3月 70(■ ) 上尾市民体青館 どなたても 上層市スポーツ協会 (レクリエーション都会)



その他資料

第3期上尾市スポーツ推進計画 策定予定

4月 入札

アンケー ト調査の内容についてアンケー ト調査検討5月

アンケー ト実施、結果まとめ

策定方針について協議
6月
市民、児童 。生徒・スポーツ

団体ヘアンケー ト実施

計画案について関係課に照会 (掲示板 )庁内照会7月

アンケー ト調査結果報告

趣旨及び骨子案について
第 1回スポーツ推進審議会8月

計画案について課内協議9月

′′′′10月

計画案について (諮問 )第 2回スポーツ推進審議会11月

計画案の審議、決定教育委員会 12月 定例会

令和 7年

12月

計画案について市民へ意見募集パブリックコメントの実施1月

計画案について (答申)第 3回スポーツ推進審議会

計画案について協議教育委員会 2月 定例会

2月

計画の審議、策定教育委員会 3月 定例会3月

市議会に報告6月

令和 8年

開催時期 予定 主 な 内 容



休日の地域クラブ活動が始まります

令和4年12月にスポーツ庁および文化庁からガイドラインが公表され、埼玉県でも中学校の

部活動改革に向けた様々な検討・取組が始まつています !

中学校の休日の部活動は、学校主体の活動から地域が主体の活動へと変わつていきます !

JI.休日の活動はどうなる?ガ
中学生の休日

中学校部活動

現状・課題

進展する少子化
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●部員数が足りない

●やりたい部活動がない
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約361万人

地域での様々な活動
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.ゥリゥ手=r・

一'一一・

●○○教室
●サークル活動  など
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期待される効果

●やりたい活動ができる !

●自由で多様な休日の活動 !

<中学校の運動部の現状>

● 1運動部あたりの人数の減少
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(出輿)中学校在学者数 :「学校基本襲査」ノ1通塾都あたりの人数・菫塾部澤動数:日本中学校体育達霊による鋼査

スポーツ庁リーフレットから抜粋

<多様なニーズ>

既存の部活動にはない、様々な種目
をやりたい生徒がたくさんいます !

●楽しみたい !

●技術や競技力を向上させたい !
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●

パf「地域クラブ活動」ってなに?gh

・学校が主体となつて行われる部活動

・学校の中で実施

・複数校でまとまって一つの部活動を行う合同部活動の

導入や、部活動指導員等の地域の人材を活用すること

(地域連携)を推奨

学校単位での部活動 例 :○○中学校での部活動 地域クラブ活動 例 :〇〇市町村での地域クラブ活動

世代間などの多様な交流が

考えられる

埼玉県マスコット
「コバトン」「さいたまつち」

３
菫

総合型地域スポーツクラブや

民間事業者などの地域人材

スポーツ庁リーフレットから抜粋

～地域クラブ活動に関するQ&A～

Ql学校部活動はなくなるの?
Al まずは休日について、地域の実情に応じて、段階的に地域クラブ等の活動に移行します。
平日の部活動は、基本的に当面の間、継続されます。

Q2地域クラブ活動は参加費などの会費が必要 ?
A2原則として、会費や保険料等の費用が必要となります。

Q3活 動中に生徒が事故にあつたりけがをした際はどこが対応する?
A3原則として地域クラブ活動を運営・実施する団体が対応します。
学校管理下で行われる学校部活動での事故等の場合、学校及び所管の教育委員会が対応します。

Q4い つから始まるの?
A4実証事業として既に始めている市町村もあります。
今後、様々松市町村で始まつていきます。

Yrri-rt-:ffitfrz<r*r\ I

今後の取組の参考とするため、アンケートを実施しています ! >

地域クラブ活動学校部活動

・地域が主体となつて行われる活動

・市民体育館、公民館、学校体育施設など、多様な場所

で実施

・多世代・多種目な活動

〓ヽ

運動部に関すること 文化部に関すること
日嘉:書密静ロ
ヤ轟 .灘:辱
鷲嘉爾罵構
舗欝棋

▼埼玉県の情報は下記HPから

機 埼玉県教育委員会

市町村支援部義務教育指導課
RD 048‐ 830‐6748
区� a67500pref.saitanla.:g.jp

県立学校部保健体育課
RD 048-830‐ 6929
区ζ a6960‐04@pref.saitannaコ !9・jp

彩の国

埼玉県



拳
彩の国

埼玉県

中学校の部活動改革 !

地域クラブ活動への移行

!'bfi'#4ic<? 平日:サッカー部で活動

休日:地域のサツカークラブで活動 !

●より専門的な指導が受けられる !

●学校では人数が足りなくて

できなかつた活動ができる !

●自由な選択で自分がしたい活動が

できる !

休日の活動の
幅が広がる!
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平日:美術部で活動  為 ′ b
昭田副

'休

日:地域の野球チームで活動 !  /・  伊
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平日:部活動に加入していない
」卜1

休日:地域のダンスクラブや  ヽヽ
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最新の情報はHPをチェック !

学びを深めよう
県民のみなさまの理解促進を

目的としたシンポジウムを

今年度2回開催しました !

県HPで当日の様子を視聴できます ! 埼玉県マスコツト
「コバトン&さいたまっち」

具体的な活動例 メリツトがた<さん !

Aさん

の活動

Cさん

の活動

運動部に

関すること

文化部に
関すること

゛
中
ち

市T'TT

う・

県立学校部保健体育課

ぃヽ048‐830-6947
市町村支援部義務教育指導課

ぃヽ048-830… 6748
埼玉県教育委員会



埼玉県でも様々な取組が行われています

「今和 6年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業」
塞重量l」翌艶LL笙立虹

「今和6年度文化部活動改革(部活動の地域移行に向けた実証事業等)」
実証皇菫実施旦立

ダンス

ラグビー

英囲

秩父市

吉 川

野球

事業実施市町の詳細は県HPを チェック !

上里町

羽生市

美里町

深谷市

行田市

加須市

寄居町

幸手市

吉見町

小川町

東松山市

小鹿野町

川島町
書 日都市

坂戸市横瀬町 越生町

毛呂山町

日高市

川越市

越谷市

飯能市

狭山市
車加市

川口市

入間市

所沢市

深谷市

自岡市

部活動の未来 地域とともに
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「上尾市における部活動の地域移行に向けた基本方針」を策定しました

島風目蟄ドける

F活 移イ
‐■●
■
■
■
■

‐ロ

に向け 胃覇射金十【概要版】

すべての生徒が、地域において、
自己のニーズに応じたスポーツ・文化芸術活動に
親じむことができるようにすること

なぜ「部活動の地域移行」が必要なの?(市方針策定の背景)
書少子化及びニーズの多様化
一 生睫数は、昭和61年をビークに減少に転じ、平成12年から平成26年までは横ばい、
その後、経やかに減少し、令和4年では5.む 14人となつている。
一 市内全体で10.8%の 児童が、「逮学する予定の中学校の部活動の中で、入りたい部活妍 ない」と口苦している。

フ

ヽ

■n ヽ
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鬱筆徒のスホーツ・文化芸術活動を支える人材の確保と育成
― 「現在の学校教育における部活動について凛題がある1と口苦した86.2%の 教員のうち、
「専門的な信導ができない」ことを課題に撃げた教員が66. 1%いた。
奉教員の働き方改革 等
― 磯目をしている教員の絶8割が3活動を負担に感じる、やや感じると目奮し、その約8割以上
が校務と部活動の両立が目■であることをその理由に掌げている。

一

一

一

●

「部活動の地域移行」とは
文部科学省の「学校における働き方改革」により、令和5年度から部活動が段階的に地域移行され
ることとなりました。部活動の地域移行とは、部活動を学校主導から地域主導へ移行することです。
これまで教員が経験・未経験問わず指導してきた部活動を地域主導に移行することで、教員の負担
軽減と、スポーツ・文化芸術活動の最適化を図り、生徒の体験格差を解消することを目的とした国を
挙げての一大プロジェクトです。 _

★     [                       ‐

★                  ~      ―    _ .            
「
   .―

★・ ・_|:[■      :::   ―:  '・                    ●

‐  ‐
‐ζ .            ―    :=.  ~    1.  ..  ・ ―

資料 1

ヽ

―
¬

ι H 標】

〆
~

L′



令和8年度
8月 より
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休日の学校部活動を「AGEO地 域クラブ」に移行します ■

「

【上 尾 市 に お け る 部 活 動 の 地 域 移 行 に 向 け た 基 本 方 針 】

上尾市では、学校教育の一環として学校が実施してきた休日の「学校部活動」を、生涯学習の一環と

して地域の団体が実施主体となる「AGEO地域クラブ」に移行するとともに、日標を達成するため、以
下の5つの柱を基本方針とし、上尾市における地域クラブ活動の最適な実施を目指すこととします。

学校が管理逹普する

休 日の

(学校教育の一環 )

上尼市が主体となり

地域の団体が実施主体となる

(生涯学習の一環)

AGEO地域クラブ

上尾市内を主たる活動場所として、

■■■■

■I~.
●●澤

AGEO地域クラブの定義

「上尾市立中学校に係る部活動の方針」に基づく活動を行つていること等が
上尾市教育委員会によって公認されたクラフチーム

「 ¬

1 生徒が、生涯にわたって、スポーッ。文化芸術活動に親しむことができる環境を積極
的に整備する。

‘

一

ヽ

■

‘

Э生徒が、スポーツ。文化芸術活動に継続的に取り組むことができる強固な体制を整備

ｏ
■
●

Ｊ 〕″
Ｆ

〔il酵‐Чヒ,

「

『
ｄ

ま

一

する。

Э生徒・保護者・教職員。地域指導者等、それぞれの思いを反映させた地域クラブ活動と
する。

Э地域クラブ活動への移行の時期については、学校部活動の現状や種目の特性等を考
慮し、種日ごとに無理のないスケジユールにおいて推進する。

一

一
日

D上尾市における地域クラブ活動実施に係る情報を、市民に対し、広く周知する。
>  1lEI‐′説明会や講演会等を実施し、本基本方針等 |こつしヽて広(目■1存行う″″ _



■
上尾市教育委員会が「AGEO地域クラブ」の事業主体です

【 基本構想イメージ 】 錬
ヨ

腱1■

う

ご租
●
‐

運
営

★学校部活動で取り組む薔

日以外の地競クラブ活動

に多1加したり、菫

“

部に

所属していても、文化・

芸術諄 鶴する地蟷ク

ラブ議 奮如したりす

ることも可籠です。

費

二

薔伊

聰■
●T 二・

奮
I警

(各種目の地域クラブ活動を統括する団体※2)

支参
援加

生 機 彙饉書

地元企業等の協賛

運
営

支
援

支
援

★地城クラブ活曇への参瀬

■の支払tヽをお薔いしま

す.また種日によつては、

地雌ごとにクラプを最量

できないこともあります

ので、その場合は、送迎

をお目し しヽます。

(事業主体)

上屁市義青書員会

(露活動饉崎移行日菫舎菫)

(諮問機関)

上籠市立中学校

“

活腱絶増移行機建協鐘会

(運営事業者)

AC=0地峰クリ電代姜書会盤

Iコーティネーター豪コl

Ａ
¨

V

(例 )

サッカー

読括川体

(開 )

ダンス

統括:」体

(例 )

陸 11識技

統t「1:」体 統括団体

(例 ) (綱 )

ヒアノ

統11:1体

(開 )

続括:」体

(倒 )

.、、えi4｀ :,

抗11卜11体

(何 )

■冬栄'ネ ll

統括l」体

公認地域指導者※3(市民等・教員X4)
・・ =‐  ~:=.   _■ : :● 1■ .: 1_|■  ‐

=_■
``十 ‐ :,

.・   : .      (1 .           .   
‐

研
修

ハ

指
導 驚 ■

〈例 )

各地域

サッカー

CCKX 5

(例 )

各地域

ダンス

CCKX 5

(例 )

各地域

睦 11競技

CCKX 5

(編 )

各地域

'Itl′
―二′

CCKX 5

〈倒 )

各地域

ヒアノ

CCKX 5 CCK〕ぼ:5

(開 )

各地域

〈例 )

各地域

■奏贅
`全
:|,

CCKX 5

(例 )

各地域

曖奏楽:よ書)

CCK)醸〔5

参
加

L……
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___二__ノ

=2[
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AGEO地域クラブの果たす役割
◎生徒のニーズに応じた充実した活動の実施

・新たな活動及び複数の活動へのチャレンジ機会の目出

・本当に自分がやりたいことへのチャレンジ機会の獲得

・ 他の中学校に在籍する生徒等との交流による豊かな人間関係の構築

・ 専門の指導者から受けられる効果的な指導機会の獲得

驚
鶴

，
Ｉ

′

ハ
購

〆
◎教員の働き方改革の推進

・ 中学校教員の時間外在校等時間の減少

・ 学力向上等につながる教員の指導力の向上
e授業等教育活動の充実

・ 校務と学校部活動の無理のない両立

`p

◎生涯学習の推進

・持続可能な活動環境の整備

・ 多世代のつながり

・ 活動への参百人数の増加

・地域コミュニティの強化・拡大

・生涯にわたる健康保持増進

琴
癬―争―「」皮えて!ACEO劇L」戦クラフL

α

鶴

ヽ
コ切

メ
“
≒
鶴

農
可

拠点 1・ ・・北東地区 (主に上平中学校 。東中学校とその周辺施設)

拠点 2・ ・・南東地区 (主に上尾中学校・ 原市中学校・瓦彗中学校とその周辺施設)

拠点3・ ・・北西地区 (主に大石中学校・西中学校 。大石南中学校とその周辺施設)

拠点4・・・南西地区 (主に太平中学校・南中学校・大谷中学校とその周辺施設)

【問い合わせ先】上尾市教育委員会学校教育部指導課
〒362‐ 8501埼玉県上尾市本町3-1-1 ■o48‐ 775‐ 9672

A:学校部活動の種目を基本としますが、生徒のニーズの状況
により、必要に応じて新規に設置する場合もあります。

A:活動拠点については、まずは、各種目 :拠点から整備しt参
力1者数の増加状況に應して拠点を増やしていきます。最終
的には、市内を下記のように4つの地域:こ分けて拠点を設け
ることを目指していきます。     ‐    .

Q:各種目の活動拠点
はどこですか?

Q:どんな種日のクラブ
ができるのですか?

A:AC=0地域クラブとしての申体連主催大会等べめ参加:ま、
今釉8年度の新人体育大会上尾市予選会から参加を許可す
る予定です。

A:準備を整え、今和8年度当初から、AGEO地域クラブヘの人
会手続きをしていただく予定です。

Q:AG=0地 1或クラブに
生徒はどのように参

加するのですか?

Pロロr■_
L ~

l

ハ
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
″

ｎ
二
ヽ

Q:AGEO地 域クラブ
は、中体連主催の大

会:=出場するのです

か。

ト
Q:いつから ACEO地
域クラブに入会でき

るのですか。

ヽ

盛訳

J

■

ヽ

r



料 2
日

|||が中餃部活動を、段階的に地嗜クラブ活動|「AGEO地蟷クラブ』に移行する

学校教育部指導課 (部活動地域移行推進事業 ) の部活動の地域移行の推進

令和8年度令和6年度

AGEO地 域クラフ開始に向けた推進イメージ 【令和4年度 ～ 令和8年度 】

令和4年度 令和5年度

0協議会設置
☆ABC派遣開始(ll名 )
★埼玉上尾メデイックス・

上尾市陸上競技協会・

サンワXエナジー

との理機実証事業実施

●地域ミーテイング開催

(:口 )

●各種リーフレットの配布

令和7年度
0日螢会議設置

(教育委員会内)

◆各種口童の実施

◆田童研究・情報収集

(先進地視察 等)

☆埼玉上尾メディックス

との連携実証事業実施

■■■
くパレーボール)

実薔

休日の学校部活動

有

■■■
〈パレー・腋上・ソフトテニス)

実饉

休日の学校部活動

有

AGEO地域クラブ代表者会議 (新設)
統括コーデイネーター配置(2名)締 託

実江

休日の学校部活動

有

◎AGEO地域クラブ実証事業実施
→ 種目数・拠点数の大幅拡大

☆スポーツ庁及び文化庁姜託事業参加

◎ rイングリッシュサロン」饉続実施

O協議会実施 (3口 )        ～_
☆ABC(22名 )・ A3S(57名 )事業縫続
●地域クラブシンポジウム定期開催 (3口 )

●各競技団体等との連携強化

●新人生保護者等への説明強化

●AGEO地域クラブ開始に係る周知

AGEO
地域クラブ

完全実施
(◆和8年8月予定)

ぶ工q聾 22二狂盤壼壼墓
億基金仝●會迦2口1覆菫ご2第

運営体制確立

完全実施

休日の学校部活動

廃止〈予定 )

AGEO地域クラブ代表者会議〈継続設置)
統括コーデイネーター配置 (4名 )業務姜託

休日の学校椰活動

有 〈原則「土曜日」のみ )

AGEO
地域クラフ
「聾 2羞饉 」
◎ニーズ把握・反映
◎指導員の増員
◎活動拠点の増加
◎オペレーシヨン確立
◎困窮家庭へ支援
策の整備 薔

▼ 現時点の主な課題  ▼
[実施主体団体(指導者)。会場の確保 」「関係者の理解促進 」「 イングリッシュサロンに対する市民の理解。周知 」
「 困窮家庭への支援策の整備 」「 地域クラブによる大会参加の在り方に関する検討(中体連と連携して)」 等

実施主体団体公募システムの構築

ABC・ ABSのさらなる活用

「AGEOttL'或クラブ・」実証事業

●19種目28拠点での実施(スポーツ14種日・文化芸術5種日)
2_型E=」2』

=及
|は1襲至嘔1壺聾こ豊」丘足

・実施主体の確保 ・持続可能な運営費の確保(協賛収入の獲得を含む)
・困窮家庭支援体制の確立(行政的支援の検討・奨学金制度等の構築)
・各種調査によるニーズの把握と反映

「イングリッシュサロン」事業

●「未来」を見据えた適正規模での実施(方針に基づく4拠点での実施)
2_」1壺曇企画握塞劃重1こ」lζ:工鐘墨士上並定【金コ6年度からの継続【3年間】)
。AGEO地域クラブ合流を見据えた「有償実施」・専用システム導入
。体験的で、成果を実感できる、魅力ある地域クラブ活動の実施
・積極的な広報・プレスリリースの実施 等

◎「上尾市における部活動の地域移行に

向けた基本方針」策定 (5月 )

O協議会実施(3回 )
☆ABC派遣 (22名 )ABS配こ〈57名 )
★スポーツ庁及び文化庁姜託事業参加

★『イングリッシュサロン」設立

●地域クラプシンポジウム定期開催(3口 )

●各種リーフレット等の配布

▲

シンポジウム開催

新入生保護者会等での説明

各種リーフレットの配布

等

19種目・28拠点 】
【22種日・6

7種目・7拠点 】



資料3

新たな地域クラブ活動「AGEO地域クラブ」実証事業

上 尾 市 教 育 委 員 会

休 日の学校部活動の地域クラブ活動への移行を推進するため

スポーツ庁「地域スポーツクラブ活動体制整備事業」及び

文化庁「地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業」に参加(

は、以下の を u*r !

予定)し、

ヽ ノ

～ 令和8年度8月の完全実施に向けて、地域クラブ活動の種目・拠点数を拡大します ～

o) < 令和7年度開設種目 (予定)及び拠点数等一覧 >

ソフトテニス      スポーツ
バレーボール     スポーツ
陸上競技      スポーツ
バスケットボール    スポーツ
軟式野球      スポーツ
卓 球      スポーツ
剣 道      スポーツ
サッカー      スポーツ
パドミントン     スポーツ
ソフトボール     スポーツ
ダ ン ス      スポーツ

ニュースポーツ・パラスポーツ  スポーツ
ペタンク      スポーツ

ゲートボール・グランドゴルフ  スポーツ
吹奏楽      文化芸術
合 唱      文化芸術
プログラミング     文化芸術

家庭科 (手芸・料理・菓子作り) 文化芸術
美 術      文化芸術

‐
４

４

４

４

４

４

４

４

４

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

80名

60名

80名

60名

80名

60名

60名

80名

80名

40名

30名

30名

20名

15名

30名

20名

30名

15名

20名

22
22

22
22

22
22

22
22

22
22

22
10

10

η0

¬0

10

10

10

10

●●

●
“

「 夢を育み 未来を創る 上尾の『 部活動改革 』 ～部活動地域移行推進事業～ 」

和 7年 度

Hい
]臓

「
【
　
・

ｒ
‥
‥
団体募集要項
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一
　
ヽ

　́
　
′
´
一
ヽ

体
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．　
ヽ
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一
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●

各種 l;?s1 団体ずっ、実施主体団体を募集します !

つ
こ

Ｒ

）

4
ｒ
つ

★上記以外の種目についても、積極的に設置を検討します !お気軽にお問い合わせください。

No

6

7

8

9

10

1¬

12

13

14

コ5

16

17

18

19



ACE0
AREA
CLUB

ACT]V口 T。 rヽ'

に基づき設立された地域クラブです !

部活動の地域移行とは、部活動を学校主導から地域主導へ移行することです。

これは、少子化が進む中、将来にわたり、生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会

を確保するために、進められている国家プロジェクトです。また、これまで教員が、経験に関わらず指導してきた

部活動を地域主導に移行することで、教員の負担軽減を図る目的もあります。

スポーツ庁及び文化庁は、現時点で、令和7年度までを改革推進期間とし、誅ずは、

令和8年度以降の休日の学校部活動を地域クラブ活動に移行することとしています。

評WL_l

「上尾市における部活動の地域移行に向けた基本方針」では…
「すべての生徒が、地域において、自己のニーズに応じたスポーツ・文化芸術活動に親しむこと

ができるようにすること」を目標に、上尾市立中学校における休日の学校部活動の実施主体を地

域とするための組織である「AGEO地域クラブ」を創設することとしています。

上尾市では「上尾市における部活動の地域移行に向けた基本方針(令和6年 5月策定 )」に基づ

き、令和8年度の学校総合体育大会をもって、休日の学校部活動を廃止し、学校部活動は、原則

として「平日のみ」の活動とすることを予定しております。

その際、休日に生徒が、自己の興味関心に合わせ、豊かにスポーツ、文化芸術活動に取り組め

る環境があれば、休日の学校部活動廃止の影響を受けずにすみます。

上尾市では、新たなスポーツ。文化芸術活動の体験の場としての AGEO地域クラプを開設し、
種目や内容を徐々に充実させることで、休日の学校部活動の地域クラブ活動への移行

を推進します。         【.考 】豪せ0こちらもご菫ください

′ヘ
● ^^「 もつと活動したい ! 」 ′

▲

〕

休日の部活動の代わりとなる『地域クラブ』を開設し、子供たちの新たな集いの場にする !」

吻
【0考 】※ぜ0こちらもご重ください

上尾市教育委員会「夢を育み 未来を飼る『上屋の部活動改革』リーフレットNo」

htt,s://www.citッ .ageo.loip/upbaded/nfe/369824_970147_misc.pdf

V

2

a

AGEO地域クラブは、「上尾市における部活動の

“

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 0

「部活動の地域移行」とは!?

「上尾市における部活動の地域移行に向けた基本方針」等

(上躍市教育委員会 令和6年5月策定 )https://www.city.ageolo.ip/page/370108.htmi

AGEO地域クラブでは、こんな生徒を募集します !

緻

● ● ●

う

「 もつとうまくなりたい ! 」
>専 門性の高い指導者からの指導を受けられずにいる生徒が満足できる指導をします。
「 も つと違 うスポ ー ツをや つて み た い ! 」
>自 分が在籍校で所属する部活動とは異なる種日のクラブを選択することも可能とします。

0地域クラブ創設の理由は、休日の学校部活動を廃止した際、生徒が自己の興味関心に

が選択できるようにするためです。

ヽ ______________________________■_____



★上尾市教育委員会の役割★

上 尾 市 教 育 委 員 会

実施要項 。参加者募集 。各種広報活動

ハ ハ

〔Ｆ
教員の兼業許可願い (関係学校長>学務課)     ~

中学校長研究協議会及び市中学校体育連盟との連携・各種調整

統括コーディネーターとの連携 (週 2回程度のミーテイング)・ 各地域クラブ活動の巡回視察

各種効果検証の実施・運営ノウハウの蓄積 等

連携

6
AGEO地 域クラブ代表者会議
続括コーディネーター

,■A' ロロ

【実施前】

【実施中】

【実施後】

参
加
申
込
み
・問
合
せ
【地
域
ク
ラ
ブ
活
動
開
始
前
ま
で
】
等

活
動
実
績

等
報
告

各
種
確
認

闘
Ｔ

各
種
連
絡
及
び
依
頼
・参
加
費
の
徴
収
・問
合
せ
対
応

等

参
加
者
募
集
・問
合
せ
対
応
【地
域
ク
ラ
ブ
活
動
開
始
前
ま
で
】
等

指導者の登録 。参加者の登録・生徒用スポーツ安全保険への加入

電子決済システム (スグラム等)の導入 。運用   ,_.
事前研修の実施・譜導者及び参加者への事前連絡  ooo
緊急時対応体制の確認及び周知・欠席者対応 等
欠席者・保護者対応 。緊急時対応 。各地域クラブとの連携 等
活動実績の集約 。次回活動計画の周知・効果検証への協力

指導者謝金の支払い 。参加費の徴収 等
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各種目の地域クラブ活動

【19種目。28拠点】

【原則、各会場につき2名・計4名の指導者】

【各種目15～ 80名の参加生徒の受入】

地域クラブ活動の運営 。参加者への指導

緊急時の初期対応 等
+ヒ多
f日
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メ
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ほ彗響
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1

参加生徒 (保護者 )

【市内中学校 |こ在籍する生徒のうち、参加を希望する生徒】

【受入参加生徒予定数・・・計870名】

ヽ    く

★統括コーディネーターの役割★

★指導者の役割★

【令和7年度新たな地域クラブ活動「AGEO地域クラブ」実証事業実施体制 】

▲ 」

_‐

【4名 …2名 :事務所待機 (緊急対応) 2名 :定期巡回 (運営確認)】

|
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はこちら !
「上尾市における部活動の地域移行に向けた基本方針」では、

以下のとおり、AGEO地域クラブを定義しています。

上尾市内を主たる活動場所として、

「上尾市立中学校に係る部活動の方針※」に基づく活動を行つていること等

が上尾市教育委員会によつて公認されたクラブチーム

【AGEO地域クラブ実施主体への認定条件 】

条件 1' 生徒か安心して、安tに活動ができること

… 「上尾市立中学校に係る部活動の方針」の遵守や、指導者研修の充実、施設の整備等に
より、学校部活動と同様に、参加生徒が、安心して、安全に活動できる環境を整備する。

.条件 21 専|"|11:′)あ る指導う:行ぇること |

… 参加生徒に対し、当該種目の経験が豊富な専門性の高い指導者による指導を行う。また、
生涯にわたってその活動に親しむことの素晴らしさを参加生徒に伝えていく。

条件 3.持統可能な指導体制が構築できること
・̈ 活動の維持、運営に係る費用を抑え、低廉な会費設定に努めるとともに、AGEO地域ク
ラブで指導を受けた生徒が、将来的に指導者等として支える立場になることができるな

ど、少子高齢化の社会においても持続可能な指導体制を実現する。

★原則として、「設定した実施回数」に対し、決められた数の指導者を派遣できること G≫
★上尾市教育委員会が指定した開催場所に指導者を派遣できること        く́
★AGEO地域クラブ統括コーデイネーターと連携するとともに、代表者会議(代表者1名 )及
び研修会(全指導者)に出席できること

★各指導者と業務委託契約を交わし、指導者1名につき5,500円 (指導料4,500円 +費
用弁償1,000円 )の指導者謝金であることを了承すること
★指導者用スポーツ安全保険に、各指導者が加入済み(予定でも可)であること

★上尾市立中学校アツピー部活動コーチ及びサポーター※が、当該種目に係る地域クラブ活
動での指導を希望した場合、貴団体の指導者としての合流を前向きに検討できること

Q

ヽ ノ

ｎ
ｕ

【ACEO地域クラブの定義

● ● ● ( ● 0( ● ● 0● ● ●

クラブ活動「AGEO地域クラブ」実証事業

※現行の学校部活動の実施方針として、上尾市教育委員会が定めた基本方針です。学校部活

動の意義や、合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進を図ること、適切な休養日等を設

定すること等が記されています。

や外部指導者のことです。
を条件とします。



1́ヽ「ハ̂a
新たな地域クラブ活動「AGEO地域クラブ」実証事業

実施主体圏体の申込海法はこちら!
,付

1 申込方法 上尾市教育委員会ホームページに記載の申込用フォーム (Goo91eフォーム)

にアクセスし、必要事項を入力してください。

※以下のURLま たは二次元コー ドから応募フォームにアクセスすること
も可能です。

https://forms.91e/QC5BWvSrmn398VL」 9 AGEO地 ■クラブ真薔

2 申込期間  令和 7年 2月 3日 (月 )から
令和 7年 2月 28日 (金)まで

3 申込後の流れ
★各実施主体の代表者様を対象に、上尾市教育委員会担当者に

よる審査 (面談)を行わせていただきます。
> 審査の結果が良好である場合は、AGEO地 域クラブ実施主体 (各種目を統括する団
体)と して認定し、令和 7年度実証事業に参加いただきます。

※審査 (面談)の日程につきましては、上尾市教育委員会事務局担当より、各実施主体

に、 たヽします。

4

★各実施主体代表者様を対象とした「AGEO地 域クラブ代表者会議」を開催します。開始
時期は、令和 7年度「AGEO地 域クラブ代表者会議統括コーディネーター」が決定した
後となります。日程については、上尾市教育委員会事務局担当より、各実施主体代表者様

に、別途連絡いたします。

★実施場所、実施日時等の詳細について、AGEO地 域クラブ代表者会議統括コーディネー
ターと各実施主体代表者様で打ち合わせを行つた後、決定します。

※実施場所については、上尾市教育委員会事務局が指定した場所となります。

(原則として、実施主体団体による実施場所の希望はできません。)

★また、全登録指導者を対象とした「AGEO地 域クラブ指導者研修会」も開催します。地
域クラブ活動実施時の緊急体制や、救命救急に係る訓練、導入システムに関する研修等を

実施しますので、全登録指導者が参加して<ださい。

★第 1回の地域クラブ活動実施 (令和 7年 5月中旬以降を予定)までに、全登録指導者が「指

導者用スポーツ安全保険」への加入手続きを完了して<ださい。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 0● ●
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【問い合わせ先】上尾市教育委員会 学校教育部指導課
〒362…8501埼玉県上尾市本町 3-1-l h048‐ 775‐9672

5

■■■
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◆

(注意点)

・令和7年度は、原則として「1種目につき、1実施主体団体」としますので、希望

が重複している場合は、審査 (面談)により、1実施主体団体を選考することとな

ります。予めご了承ください。

★「AGEO地域クラブ」実証事業については、
上尾市教育委員会に直接お問い合わせください

【申込用URL】 【申込用二次元コード】


